
浜松市障がい者自立支援協議会 西・南エリア連絡会 

第２回全体会 会議録 

１ 開 催 日 時  令和４年１０月１８日 午後２時００分から午後３時５０分 

２ 開 催 場 所  西区役所 ３階 大会議室（Web 会議併用） 

３ 出 席 状 況  ※敬称略 

構成員    相談支援事業所まど          鈴木 宏幸（会場） 

四季の郷               早戸 真規（会場） 

あさぎり               仲安 寛元（会場） 

好生会三方原病院           大場 拓弥（会場） 

浜松市浜松手をつなぐ育成会      伊藤 幸枝（Web） 

ワークショップくるみ         袴田 みや（会場） 

可美地区社会福祉協議会         太田 智子（会場） 

新津地区民生・児童委員協議会     澤根 緑（会場） 

      事務局    浜松市西・南障がい者相談支援センター 後藤 翔一朗（会場） 

                                古澤 則仁（会場） 

森田 能行（会場） 

長谷 瞳（会場） 

谷内 俊介（会場） 

横田 佑輔（会場） 

             浜松市障害保健福祉課         青柳 聖弥（会場） 

浜松市西区社会福祉課         宮本 明浩（会場） 

浜松市南区社会福祉課         内藤 淳（会場） 

オブザーバー 浜松市障がい者基幹相談支援センター  岸 直樹（会場） 

山下 由佳（Web） 

＜欠席者＞ 

構成員    浜松自立支援センター（障害者相談員） 水島 秀俊 

浜松市教育委員会指導課（SSW）     長坂 聖子 

公開・非公開の別
□ 公 開 ■部分公開

□ 非公開



４ 傍 聴 者  ５人 

５ 議 事 内 容  １ 開会 

          ２ 協議事項 

（１） 地域体制強化共同支援について 

（２） 日中支援型共同生活援助評価・助言 

３ 報告事項 

  西・南エリア連絡会活動報告 

４ 質疑応答 

５ その他 

６ 閉会 

６ 会議録作成者  浜松市西区社会福祉課障害福祉グループ 宮本 明浩 

７ 記 録 の 方 法  発言者の要点記録 

          録音の有無  有・無 

８ 会 議 記 録 

１ 開  会   司会：浜松市西・南障がい者相談支援センター 谷内 俊介 

２ 協議事項 

（１） 地域体制強化共同支援について 

※計画相談事業所から地域課題を吸い上げ、西・南エリア連絡会で協議し

市全体会へ報告を考えている。 

・資料に基づき説明 

事例）41 歳-女性-精神障害 就労定着支援 3 年利用後の支援を検討 

＜質疑応答・意見＞ 

・就労定着支援の支援内容はどのようなものか。 

→関係機関等との連絡調整や、利用者からの相談に対し助言等を行う。

・就労定着支援の更新は、行政へどのような手続きが行われるのか。 

→計画相談事業所から計画案が提出され、更新を行っている。 

・就労定着支援を利用するのは、どのようなケースか。 

→利用者から相談等を受け、会社の担当者と連絡を密に行い関係を作っ

ていく。ただし、担当者が変わると相談ができなくなるケースもある。

また、就労定着支援の利用期間が最長３年であるが、当該支援以外に障

害福祉サービスの利用があれば繋がりはあるが、無い場合はそこで関係

が切れてしまう。就労定着支援３年利用後のケースを、「なかぽつ」が

全て受けていけるのか疑問である。 



（２） 日中支援型共同生活援助評価・助言 

【ソーシャルインクルーホーム浜松雄踏町、あやめはうす浜松南】 

・資料に基づき説明 

＜質疑応答・意見＞ 

〇ソーシャルインクルーホーム浜松雄踏町 

・グループホームを見学して、職員の人材育成や雇用が難しいと感じた。

紙だけの評価ではなく、今回のように事前に見学ができると良いと思

う。職員と利用者の関係もとても良いと感じた。 

・日中の活動について、バリエーションを増やしたらどうかと感じた。

〇あやめはうす浜松南 

・両方のグループホームを見学したが、あやめはうす浜松南の運営が少

し心配に感じた。 

・高齢者等避難などの避難情報が発令される芳川地区に施設があるが、

１階と２階の玄関が別々となっており、１階の利用者が２階に避難する

ためには、一旦外に出なければ２階に避難することができない構造と

なっている。災害時の対応が大変ではと感じた。 

・現場に苦情やヒヤリハットの掲示がされていなかったが、職員が何を

あげれば良いか理解できていないのではと感じた。 

・緊急時対応への登録も期待する。 

・エリア連絡会として、どこまで評価していくのか 

→連絡会としてどこまで評価するかはっきりとしていないが、構成員と

意見交換を行い協議会への報告までと考えている。来年度は３施設の評

価となるため、今年度と同様に見学会と意見交換会を考えている。 

３ 報告事項 

西・南エリア連絡会活動報告 

資料に基づき説明 

※質疑応答無し 

４ 質疑応答 

※無し 

５ そ の 他 

    ※無し 

３ 閉  会  浜松市西・南障がい者相談支援センター 谷内 俊介 

 以上


